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序論  
	
  
第１節 	
 研究の課題と目的 	
  
 
	
 第一次世界大戦以前に世界各国の映画市場を席巻していたのは、初期のフランス映

画であった。1914年以前に刊行された映画雑誌をひもとけば、とりわけフランス・パ
テ社の映画が繰り返し議論の対象となっており、 1904年から 1906年頃にかけ、いち
はやく映画の大量生産と独占的な配給網を確立した同社の動向に、絶えず注目が集ま

っていたことが理解できる。フランス本国からロンドンのマーケットを経由して次か

ら次へと送り届けられる同社の映画は、世界規模で同じ時期に相次いだ映画常設館の

建設ラッシュの火付け役となり、それに伴って新しい映画雑誌も先を争うように刊行

された 1。それまで一握りの巡回興行者や、見世物小屋の経営者らが手中におさめて

いた映画興行を、映画常設館経営者の手に譲り渡したのも、世界的な映画市場の覇権

を握ったパテ社であった。つまり、当時の映画興行者の成功は、いかにしてパテ社の

映画をいち早く、大量に仕入れることができるかどうかにかかっていたのだ 2。  
	
 1978年にイギリスのブライトンで開催された国際フィルムアーカイブ連盟 (FIAF)
の第 34回年次大会において、1900年から 1906年にかけて撮影された、計 548本もの初
期映画が上映されたことをきっかけに、 1914年以前の初期映画を取りあげた研究が、
フィルムアーカイブの研究員や、大学の映画研究者らの注目を集めはじめた 3。それ

にもかかわらず、アメリカの代表的な映画研究者らは当初、初期フランス映画を正面

から取り上げることはなかった 4。じっさい、もはや古典となっていたジョルジュ・

サドゥール(Georges Sadoul)の『世界映画史』全六巻や、ジャック・デランド (Jacques 
Deslandes)とジャック・リシャール (Jacques Richard)による『比較映画史第二巻』
(Histoire comparée du cinéma, Tom. 2 ,  1968)のような一般史を乗り越えて、ただ一
人リチャード・エイベル (Richard Abel)だけが『初期フランス映画、町を行く―フラ
ンス映画 1896-1914年』 (1994年 )において、フランス・パテ社が世界各国の映画製作
と配給を独占していた期間は、概ね 1904年から 1911年にかけてであり、映画のイン
ターナショナルな側面がクロースアップされたその時期に、むしろ「国民映画」

(National Cinema)という概念が現実味のあるカテゴリーとして構成されるようにな
ったと指摘していた 5。換言すれば、アメリカ映画にせよ、帝政ロシア映画にせよ、

日本映画にせよ、1914年以前のフランス映画と対峙する中で徐々に形成されたもので
あり、これらの国々では、自国の映画より、むしろ「外国映画」の方が圧倒的な人気

があったのである。もちろん、このような対外的な要因のみならず、アメリカでは移

民の流入、革命前のロシアではブルジョワ層とフランス文化との緊密な結びつき、そ

                                            
1  パテ社は 1906年 6月に、ヴァイタグラフ社と提携したうえで、アメリカで隆盛を極めていた映画雑誌『Views and Film 
Index』に出資し、同社の有力な宣伝媒体とした(Richard Abel, The Red Rooster Scare: Making Cinema 
American, 1900-1910 .  Berkeley: University of California Press, 1999: 35)。 
2  『Views and Film Index』(1908年 2月 29日号)の表紙を参照。Quoted in Richard Abel, The Red Rooster Scare: 
Making Cinema American, 1900-1910 .  Berkeley: University of California Press, 1999: 64. 
3  「ブライトン・プロジェクト」として知られるこのイベントの影響力は、とりわけ 1982年以降、イタリアのポルデノー
ネで開催されている無声映画祭に、あるいは、ペルピニャンのジャン・ヴィゴ・インスティテュートによって組織される映

画祭や学術会議に、そして、「ドミトール」(Domitor)と呼ばれる二年に一度開催される初期映画についての国際会議等に
波及した。 
4 	
 初期映画研究に関するチャールズ・マッサー、トム・ガニング、ミリアム・ハンセン、アイリーン・バウザーらの優れた

業績もまた例に漏れない。エイベルは、ノエル・バーチだけが、こうした沈黙を免れた唯一の例外だと述べている(Richard 
Abel,  The Ciné Goes to Town  , 463)。 
5  同書に加え、以下も参照されたい。Richard Abel, “Booming the Film Business: The historical Specificity of Early French 
Cinema,” in French Cultural Studies, vol. 1, 1990: 79-94. 
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して日本では明治期以降の外国文化全般への憧れといった、対内的な要因にも注意を

払うべきであろう。そうすることで、フランスの対外政策 (帝国主義 )と、その他の国々
の対内政策 (ナショナリズム )とが互いにせめぎあっていたことさえ、明確になるだろ
う。  
	
 こうしたアメリカ人のエイベルによる初期フランス映画研究は、フランス人研究者

に、大いに反省を迫ることになった。『テオレマ』(Théorème)誌第 4号 (1996)において
「初期映画、フランス人による新たな貢献」特集号をコーディネートした、パリ第三

大学のティエリー・ルフェーブル (Thierry Lefebvre)とローラン・マノーニ (Laurent 
Mannoni)らがまず行ったことは、フランスのいかなる編集者も手をださなかった、
エイベルの『フランス映画、最初の波 :  1915-129年』(French cinema, The first wave, 
1915-1929 ,  1984)や、『初期フランス映画、町を行く―フランス映画  1896-1914年』
の翻訳に、後者の「前書き」だけとはいえ、フランス語に翻訳し、同誌に掲載したこ

とである。  
	
 しかしながら、フランス人が 1978年以後、自国の初期映画について、関心を示さな
かったわけでは決してない。実際、それまでのフランスにおける映画史研究の射程は、

1930年代の映画黄金期や、1950-1960年代の映画革新期の周囲を旋回するばかりであ
ったが、ケベック人アンドレ・ゴドロー (André Gaudreault)の後押しをうけ、パリ第
三大学の映画学者ミシェル・マリー (Michel Marie)は、1984年にフランスにおける初
期映画の再発見に特化した研究グループ「映画史研究フランス人連合」(l ’Association 
française de recherché sur l ’histoire du cinéma)を立ち上げている 6。こうした動き

は、1985年にフランスのスリジー・ラ・サルで開催された学術会議「映画史への新し
いアプローチ」 (Nouvelles approaches de l ’histoire du cinéma)を経て、アンドレ・
ゴドロー編『フランス人が初期映画に見るもの』 (Ce que je vois de mon ciné ,  
Méridiens Klincksieck, 1988)のようなまとまった論集の出版に行きつくが、それは
『テオレマ』誌第 4号の「前書き」において、ミシェル・マリー自身が指摘している
ように、アーキビストの関心や、一般の人々にも役立つリファレンスとして役立った

とはいえ、むしろ微視的な特徴を持った、いかにも大学的な分析の限界を示してもい

た。  
	
 さらに、マリーがいみじくも語っていたように、英語圏の研究者とフランス語圏の

研究者の関係が脆弱であっために、また、英語圏のアーキビストと研究者の大部分が、

フランス語をほとんど理解していなかったために、彼らが、リチャード・エイベルの

著作を読みながら、フランス語圏の基本文献であるローラン・マノーニ (Laurent 
Mannoni)やジャン・ジャック・ムジー (Jean-Jacques Meusy)を読んでいないという、
お互いの情報交換がうまくいかない事態が生じてしまっていたことである 7。  
	
 とはいえ、こうした状況にも徐々に変化が見られ、少しずつ次世代の研究者が育っ

てきている。そのきっかけとなったのは、シネマテーク・フランセーズがその開館以

来はじめて、世界中の初期映画研究者が集う国際機関ドミトール (Domitor)の研究集
会を招待したことである 8。それ以外では、パリ郊外のボワダルシーにたたずむフィ

                                            
6 	
 1987-1988年頃から、初期映画研究に関する学部教育を行って来たミシェル・マリーは、歴史的な使命感にかられた何人
かの学生の知的好奇心を喚起してきた。『テオレマ』誌第４号の巻末には、マリーの学生が執筆した卒業論文、修士論文、

博士論文のリストが掲載されている。 
7  両者の代表的な著書は以下の通り。Laurrent Mannoni, Le Grand Art de la lumière et de l 'ombre ,  Nathan, 
1999. Jean-Jacques Meusy, Paris-Palaces ou le temps des cinémas(1894-1918) .  CNRS Éditions, Paris, 
1995. 
8  フランスのシネマテーク・フランセーズで開催された第四回ドミトール(1996)の研究テーマは、「パテ社(1896-1914)」で
あった。"La Firme Pathé Frères (1896-1914)" dans 4th International Domitor conference, Paris, 
France, 15-19. December 1996. 
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ルムアーカイブ「アルシーブ・デユ・フィルム」が、ウィル・デイ (Will Day)によっ
て収集された腐食の進んだフィルムから、草創期の前例のない映画コレクションを救

ったことも見逃せないだろう 9。こうした周辺環境の充実もあり、次々と若手研究者

による歴史的な刷新が行われている。とりわけ、フランス語圏で刊行されている映画

雑誌『 1895』には、理論へのいたずらな耽溺や、義務づけられた引用からも自由な、
分野横断的なアプローチに開かれた研究が数多くみられる 10。本論文もまた、エイベ

ルの著作から多くを学ぶとともに、『テオレマ』誌第 4号 (1996)に登場する新しい世代
のフランス人研究者から刺激を受け、映画学と音楽学の境界を横断するような、分野

横断的なアプローチを採用している。  
	
 それでは最後に、のちの議論の見通しを良くするため、エイベルが前掲書『初期フ

ランス映画、町を行く―フランス映画 1896-1914年』で図式化した初期映画像に触れ
ておこう。映画史の最初の 20年間、すなわち、「アトラクションの映画」 (スペクタク
ル的要素、ならびに顕示的な要素の強い初期映画 )から、「物語映画」への移行にある
種のパラダイム転換を認めるとき、あるいは、フランス映画がこの転換に決定的な役

割を果たしたことを認めるとき、「アトラクションの映画」は、最初の 10年間、すな
わち 1896-1904年に優勢であった。そして映画史の次の 10年間、すなわち、初期映画
が「物語映画」へといたる道のりは、以下の 3つの段階を経たという 11。  
 
① 	
 1904-1907年：パテ社がフィクションとしての映画の製作において第一線に躍り
出て、１リール (１缶もの )で構成される短編映画製作のモデルを打ち立てた。  

② 	
 1907-1911年：アメリカやフランスで、多様な映画ジャンルのヴァリエーション
を伴いながら、上記のモデルが強固になり、世界市場でのパテ社のヘゲモニー

が確立された。こうした映画の制度化には、ヨーロッパと北米における映画常

設館の建設ラッシュが伴っていた。  
③ 	
 1911-1914年：映画のショット編集のアメリカ・モデルが登場した (「モンター
ジュ」の精緻化が進んだ )。それと並行して、１リールのフィクション映画の支
配が、複数リールの映画、すなわち長編映画に急速に取って代わられた。  

 
	
 このような図式は、目的論的な図式主義としてそれ自身が批判の対象にもなろうが、

にもかかわらず初期映画の変容について、多くの問題点を浮き彫りにしてくれている。

つまり、アトラクションの映画と物語映画の間には、いかなる継承と断絶の関係があ

るのか。あるいはスペクタクル的要素ないし顕示的な要素と、物語的な要素とのあい

だには、いかなる相互関係があるのか。そして、どのように物語映画は変化し、その

演出やフレーミングの分節化において、何が最初の要因であったのか、等々。このよ

うな複雑な表象システムの具体的な形成プロセスについては、エイベルの大著『初期

フランス映画、町を行く―フランス映画 1896-1914年』に譲るが、本論文ではこの
                                            
9  その研究成果は、以下に収録されている。Michelle Aubert, Laurent Mannoni, et David Robinson eds., “The Will Day 
Historical Collection of Cinematograph and Moving Picture Equipment”, dans 1895, n. hors-série, octobre 1997. 東京国
立近代美術館フィィルムセンターが所蔵する「小宮コレクション」もまた、このウィル・デイコレクションに匹敵する無声

映画コレクションである。小宮富美次郎(1897-1975)は、生前「床しき影の会」というシネクラブを主宰していた人物で、

パテ社と関わりの深いフィルム・ダールやスカグルのような「芸術の薫り高い映画」のみならず、フランス製の初期喜劇映

画を積極的に収集していた。当時の日本では、外国製の映画を見ることが高級な趣味を持ち合わせていることを意味したが、

同コレクションはその裏付けとなっている。 
10  イタリアとドイツには、無声映画に焦点を当てた二つの素晴らしい映画雑誌『Griffithiana』(伊)と『Kintop』(独)が存在
している(英語圏には、『Film History』がある)。残念ながら、無声映画に特化したフランス語圏の映画雑誌は存在しない。 
1 1  Richard Abel, Preface. The Ciné Goes to Town: French Cinema, 1896-1914 .  Updated and 
Expanded Ed. Berkeley: University of California Press, 1998: xiv-xv. 
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1904-1914年という、初期の「物語映画」の表象システムが形成された時期において、
音楽伴奏のような補足的要素が、どのような機能を果たしていたのかについて、考察

している。それでは次節では、無声映画研究における「音研究」 (Silent Film Sound 
Studies)の学術的意義について述べていこう。  
 
第２節 	
 音研究の批判的再検討  
 
	
 初期映画史の記述において見過ごされがちなのは、無声映画に伴う音の存在である。

無声映画の音には、楽士の奏でる伴奏音楽や映画説明者の口上のみならず、効果音、

観客を惹き付けるための劇場外の宣伝音、オペラ歌手や観客の歌声、観客による拍手

やかけ声など、さまざまな「音」が存在する。にもかかわらず、映画学が「音」を本

格的な研究対象として認めたのは、ごく最近のことである。  
	
 映画学における音研究は、映画学者リック・アルトマン (Rick Altman)が編集した
論文集『映画／音』 (Yale French Studies, 1980)を嚆矢とする 12。このパイオニア的

役割を果たした論集に引き続き、リズ・ワイス (Liz Weis)が編集した論文集『映画の
音』 (Columbia, 1985)が刊行される。これら二冊は、映画と音に関する理論的、歴史
的、音楽的考察のみならず、作品分析をも含めた目配りの利いた編集がなされている

ものの、そこで大きく取り上げられたのは、ルネ･クレールのような音響のパイオニ

アによる画期的成功や、アルフレッド･ヒッチコックのような変革者による音響スタ

イルや、ジャン･リュック･ゴダールなど少数の映画作家による独創的な映画音楽であ

ったため、無声映画期の日常的なサウンド・プラクティス (音響実践 )が過小評価され
るという課題が残った。その後、リック・アルトマンの大著『無声映画の音』(Silent 
Film Sound ,  Columbia, 2004)が刊行され、アメリカの音研究については一定の成果
を収めつつあるが、アメリカ映画が制度化される以前に世界の映画市場を席巻してい

たフランス・パテ社のフィルムを受容した国々のサウンド・プラクティスに関する研

究はいまだ手つかずのままである。  
	
 こうした課題を克服すべく、本論文では、無声映画期に発行された重要な映画雑誌

が誌名に「蓄音機」の名を冠していることに着目し (仏：Phono-Ciné- Gazette［ 1905-8］、
伊：Cine-Phono［ 1907-1911］、露：Сине-Фоно［ 1907-1914］ )、蓄音機が映画興行
の場でどのように使用されていたのか、あるいは無声映画伴奏がどのように行われて

いたのかについて精査することで、仏 (第Ⅰ部 )、露 (第Ⅱ部 )、日 (第Ⅲ部 )における無声
映画期の映画伴奏の地域性とともに、その世界的傾向について検討を行った。  
                                            
1 2  映画学における音研究の基本文献を時系列にそって挙げておく。①Rick Altman ed., Cinema/Sound, Yale French 
Studies 60, 1980. ②Liz(Elisabeth) Weis and John Belton ed., Film Sound, New York: Colombia University Press, 1985. 
③Rick Altman, ed., Sound Theory/Sound Practice. New York: Routledge, 1992. ④イタリアのケース。 “L’immagine 
acustica Ⅱ”, in Cinegrafie n.6, Bologne CIneteca del Commune di Bologna, novembre 1993. ⑤Christian Belaygue et 
Emmanuelle Toulet. Musique d’écran. L’accompagnement musical du cinéma muet en France 1918-1995, Paris, 
Réunion des Musées Nationaux, 1994. ⑥Rick Altman, “The Silence of the Silents,” in The Musical Quarterly 80, no.4, 
winter 1996. ⑦ドイツのケース。Katja Uhlenbrok, dir., Musik, Spektakel, Film, Musiktheater und Tanzakultur im 
deutschen Film 1922-1937, Munich, Editions text＋kritik, 1998. ⑧ Rick Altman, “Sound Studies: A Field Whose Time 
Has Come,” dans “The State of Sound Studies, Le son au cinéma, état de la recherche,” dans Iris 27, Spring 1999: 3-4. 
⑨ “Global Experiments in Early Synchronous Sound Film History”, in Film History, vol.11. 1999. ⑩ Richard Abel and 
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 第Ⅰ部「フランスにおける無声映画の音」、第１章では、フランス・パテ社の蓄音

機部門に着目することで、同社が映画伴奏音楽を重視した映画史的背景を明らかにす

るとともに、当時、映像と音の同期化に対する欲望が映画雑誌の中で絶えず議論され

ていたことや、著作権を巡る争いがあったことなど、初期フランス映画の伴奏音楽を

巡る様々な問題の所在を明らかにしている。続く第Ⅰ部、第２章では、サウンド映画

の源流にあたるフランス・パテ社と「蓄音機」との関係に改めて立ち返ることで、「蓄

音機」の音がパテ社の安定期 (1904-7)に製作された「蓄音機=映画」や、危機の時代
(1908)に製作された「芸術映画」 (Film d’Art)に織り込まれてゆく映画史的な背景に
ついて明らかにしている。  
	
 第Ⅱ部「帝政期ロシアにおける無声映画の音」、第３章では、第Ⅰ部の基礎的な研

究を踏まえ、フランス・パテ社の「芸術映画」を受容していた帝政期ロシアにおいて、

ロシア人自身による「芸術映画」製作の過程では、同国の口承文化に由来する『ステ

ンカ・ラージン』 (1908)がその題材として選ばれ、音楽伴奏付きの映画として公開さ
れていたことを明らかにした。こうした事実は、「蓄音機の音」を織り込んでいたパ

テ社の芸術映画の、帝政ロシアへの波及効果と見ることができるだろう。続く第Ⅱ部、

第４章では、帝政期ロシアにおいて発行された『シネ・フォノСине-Фоно』(1907-18)、
『キネ・ジュルナルКине-Журнал』(1910-17)、『シネマ・パテСинема-Пате』(1910-14)、
『キネモКинемо』(1910-11)などの蓄音機・映画雑誌を横断的にひもときながら、革
命前のロシアにおいて初期フランスの喜劇映画が音と共に受容されていたことを指

摘した上で、そうした事実が、ソビエト映画の出発点においても、重要なモメントと

なっていたことを明らかにしている。事実、初期フランス喜劇映画に親しんでいたセ

ルゲイ・ユトケヴィチをはじめとするソビエトのアヴァンギャルド映画作家らは、価

値転覆的な革命の映画の文法をナンセンスな初期フランス喜劇映画から吸収してい

たのである。  
	
 第Ⅲ部「日本における無声映画の音」第５章では、日本映画史の端緒を開いた吉澤

商店による蓄音機の広告宣伝の実態から説き起こし、フレーム内に現れる被写体の身

振りに「蓄音機の音」を同期させた最初期の試みであるエジソン社の「キネトフォン」

や、「蓄音機の音」が視覚的かつ主題的に織り込まれていたパテ社の「芸術映画  (フ
ィルム・ダール［Film d’Art］)」の受容の問題について論じている。続く第Ⅲ部第６
章では、初期フランス映画の受容という問題を離れ、『キネマ旬報』と『国際映画新

聞』誌上で取り上げられた、エルノ・ラペーの『映画伴奏事典』を手がかりに、日本

の無声映画期におけるサウンド・プラクティスの歴史的変遷をたどりつつ、そこに映

画というミディアムを媒介とした映画関係者たちの欲望の変遷をみてゆく。すなわち

ラペーの『映画伴奏事典』やベイノンの『映画音楽のプレゼンテーション』の普及に

よって、感情を図式的に分類してそれに見合った音楽のリストを準備することで映画

伴奏を簡素化してゆく一方で、日本映画の伴奏に際して、折衷的な和洋合奏から、和

楽器を軸とした「日本的な」音響実践への転換が説かれ、そうした「新しい」映画音

楽が、P・C・L 発足以降の映画音楽において具現化されていったプロセスを明らかに
している。 	
 

	
 最後に補論として、日本における交響楽運動の先駆者たる山田耕筰の経歴を映画史

的にたどりなおすと共に、無声映画期の映画伴奏やソビエトの映画理論を通じて獲得

された映画音楽に対する山田の理想と、日独合作映画『新しき土』(1937 年 )の製作過
程で山田が直面した現実との軋轢を検討することを通じて、日本映画史において山田

耕筰が果たした役割について明らかにした。その調査過程で明らかになったことは、

時に批判にさらされた『新しき土』 (ファンク版 )の映画音楽のある部分が、山田の意
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図した映画音楽とは異なり、ファンクの指示の下につけられたものであったという事

実である。無声映画の音とナショナルなものとの結びつきは、無声映画期のみならず、

トーキー以後においてもなお引き続いて見られたことの例証となっている。以上を踏

まえつつ、フランス・パテ社の蓄音機部門について論した第１章から、具体的な議論

をはじめたい。  
 
以下、論文の要旨を参照されたい。  
 
本論文は、仏・露・日の無声映画興行において「音」が果たしていた役割を比較映画

史的に考察することにより、初期フランス映画の受容がもたらした日露両国の初期映

画の変容過程において「音」が果たしていた役割を実証的に解明した論文である。具

体的には、無声映画期に発行された重要な映画雑誌が誌名に「蓄音機」の名を冠して

いたことに着目し (仏：Phono-Ciné-Gazette［ 1905-8］、露：СИНЕ-ФОНО［ 1907-1914］)、
蓄音機が映画興行の場でどのように使用されていたのか、あるいは無声映画伴奏がど

のように行われていたのかについて、全３部６章構成で考察することにより、仏 (第
Ⅰ部 )、露 (第Ⅱ部 )、日 (第Ⅲ部 )の無声映画興行における「音」の地域性とともに、「音」
と結びついたフランス製の「芸術映画」 (Film d’Art)の受容が日露両国の初期映画の
革新へと波及する世界的傾向がみられたことを明らかにした。  
	
 第Ⅰ部「フランスにおける無声映画の音」の第１章では、フランス・パテ社が映画

会社となる以前から経営していた蓄音機部門に着目することで、同社が無声映画伴奏

音楽を重視した映画史的背景を明らかにするとともに、第一次世界大戦以前の映画雑

誌の中で、映像と音の同期化をめぐる議論がくり返し交わされていたことや、著作権

を巡る争いさえ見られたことなど、初期フランス映画の技術的な制度化をめぐる様々

な問題の所在を明らかにした。次に第Ⅰ部の第２章では、サウンド映画の源流に位置

づけられるフランス・パテ社と「蓄音機」の関係に改めて立ち返ることで、蓄音機の

音が、1904-7 年頃のパテ社の安定期に製作された映画ジャンルの一つ「蓄音機=映画
(Ciné-Phonographique)」(蓄音機シリンダーに録音されたフランスの国民的歌手の歌
声と歌手の身振りを同期させた映画 )や、1908 年頃の危機の時代に製作された「芸術
映画」に織り込まれてゆく映画史的な背景について明らかにした。具体的には、フラ

ンス・パテ社の現存資料を収蔵するアーカイブ、パテ・ジェローム・セイドゥにおい

て、これまで未使用にとどまっていた、パテ社とフィルム・ダール社との間で 1908
年に取り交わされた契約書を調査し、その中に「芸術映画」に「蓄音機 =映画」を組
み込むことを推奨する条項が含まれていたことを明らかにした。すなわち、同社の芸

術映画にしばしば音を想起させる場面が含まれているのは、パテ社の操業以来の事業

形態から見て、およそ納得のゆくものなのである。  
	
 第Ⅱ部「帝政期ロシアにおける無声映画の音」の第３章では、第Ⅰ部の基礎的な研

究を踏まえ、フランス・パテ社の「芸術映画」を受容していた帝政期ロシアにおいて、

ロシア人自身による「芸術映画」製作の過程では、同国の口承文化に由来する『ステ

ンカ・ラージン』 (1908)がその題材として選ばれ、音楽伴奏付きの映画として公開さ
れていたことを明らかにした。こうした事実は、「蓄音機の音」を織り込んでいたパ

テ社の芸術映画の、帝政ロシアへの波及効果と見ることができるだろう。続く第Ⅱ部

の第４章では、帝政期ロシアにおいて発行された『シネ・フォノ Сине-Фоно』(1907-18)、
『キネ・ジュルナル Кине-Журналь』 (1910-17)、『シネマ・パテ Синема-Пате』
(1910-14)、『キネモ Кинемо』(1910-11)といった蓄音機・映画雑誌を横断的にひもと
きながら、革命前のロシアにおいて初期フランスの喜劇映画が賑やかな音と共に受容
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されていたことを指摘した上で、そうした事実が、ソビエト映画の出発点においても、

重要なモメントとなっていたことを明らかにした。じっさい、初期フランス喜劇映画

に親しんでいたセルゲイ・ユトケヴィチをはじめとするソビエトのアヴァンギャルド

映画作家らは、価値転覆的な革命の映画の文法をナンセンスな初期フランス喜劇映画

から吸収していたのである。  
	
 第Ⅲ部「日本における無声映画の音」の第５章では、日本映画史の端緒を開いた吉

澤商店による蓄音機の広告宣伝の実態から説き起こし、フレーム内に現れる被写体の

身振りに「蓄音機の音」を同期させた最初期の試みであるエジソン社の「キネトフォ

ン」や、パテ社の「芸術映画」の受容の問題について論じた。パテ社の芸術映画は当

時の日本では「文芸映画」として受容され、日本映画革新のモデルとして機能してい

た。さらに「文芸映画」は比較的大所帯の楽士を抱えた錦輝館や電気館や帝国館など

の活動写真館や、より大規模なオーケストラを抱えた帝国劇場の舞台に上がっていた。

すなわち、西洋映画を上映する映画館や帝国劇場のような高級劇場を訪れることは、

日本人にとって西洋音楽を経験する絶好の機会だったのだ。続く第Ⅲ部の第６章では、

初期フランス映画の受容という問題を離れ、『キネマ旬報』と『国際映画新聞』誌上

で一部が訳出された、エルノ・ラペーの『映画伴奏事典』を手がかりに、日本の無声

映画期における音響実践の歴史的変遷をたどりつつ、そこに映画音楽をめぐる映画関

係者たちの欲望の変遷を見た。すなわちラペーの『映画伴奏事典』やベイノンの『映

画音楽のプレゼンテーション』の普及によって、感情を図式的に分類してそれに見合

った音楽のリストを準備することで映画伴奏を簡素化してゆく一方で、日本映画の伴

奏に際して、折衷的な和洋合奏から、和楽器を軸とした「日本的な」音響実践への転

換が説かれ、そうした「新しい」映画音楽が、P・C・L 発足以降の映画音楽において
具現化されてゆくプロセスを明らかにした。  
	
 最後に補論として、日本における交響楽運動の先駆者たる山田耕筰の経歴を映画史

的にたどりなおすと共に、無声映画期に行っていた映画伴奏やソビエトの映画理論を

通じて獲得された映画音楽に対する山田の理想と、日独合作映画『新しき土』 (1937
年 )の製作過程で山田が直面した現実との軋轢を検討することを通じて、以下の事を
明らかにした。すなわち、無声映画の音は、当初はローカルな音文化との結びつきを

深め、一旦はオペラを理想的なモデルとするインターナショナルな音文化へと接近す

るが、初期トーキーの音は、再びナショナルな音文化との関係を深めたのである。  
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